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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第112期

第３四半期
連結累計期間

第113期
第３四半期
連結累計期間

第112期

会計期間
自  平成25年４月１日
至  平成25年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 14,286,780 12,892,535 18,679,530

経常利益 (千円) 338,598 103,023 341,698

四半期(当期)純利益 (千円) 187,100 13,325 225,191

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 880,105 360,383 595,058

純資産額 (千円) 18,018,306 17,618,099 17,728,716

総資産額 (千円) 28,540,066 27,994,378 27,606,043

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 5.89 0.42 7.09

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 62.6 62.4 63.7
 

 

回次
第112期

第３四半期
連結会計期間

第113期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 1.75 1.55
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２．売上高には、消費税等は含まれていません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在していないため記載していませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　なお、当第３四半期連結会計期間に太陽光発電事業を開始したことに伴い、太陽光発電事業は不動産賃貸事業と合

わせて１つの報告セグメントとして「不動産賃貸等」と名称を変更しています。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われていません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ３億88百万円増加の279億94百万円となりまし

た。これは主にリース資産の増加によるものです。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ４億98百万円増加の103億76百万円となりました。これは主にリース債務の

増加によるものです。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ１億10百万円減少の176億18百万円となりました。これはその他有価証券

評価差額金の増加はありましたが、配当金の支払による利益剰余金の減少があったことなどによるものです。

 

(2) 経営成績

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安による輸出持ち直しを背景とした企業収益の改善や設備

投資の増加、雇用と所得環境の改善など、景気は緩やかな回復基調にありますが、消費税率引き上げに伴う駆け込

み需要の反動減などもあり、不安定な状況で推移しました。また、海外においては、米国で回復基調が持続し、中

国では経済成長は鈍化したものの安定的に推移していますが、欧州では地政学的リスクもあり依然回復の足取りは

重い状況にありました。

印刷業界におきましては、消費税率引き上げに伴う印刷需要の減少、受注競争の激化による単価下落、出版市場

の縮小等に加えて原材料価格の上昇などにより、経営環境は依然として厳しい状況が続きました。

当社はこのような情勢のもと、グループの総力を挙げて営業強化施策の実行に努めるとともに、撮影スタジオの

増設などにより川上業務での利益確保に取り組む一方で、内製化の推進等によるコスト削減に努めました。

なお、地球環境への配慮と電力供給確保への寄与及び保有資産の有効活用を図るため、那須工場(栃木県大田原

市)の敷地の一部を利用した太陽光発電事業を平成26年11月に開始しました。

しかしながら、当第３四半期連結累計期間の売上高は128億92百万円(前年同期比9.8％減)となり、損益面では、

営業利益は76百万円(前年同期比76.9％減)、経常利益は１億３百万円(前年同期比69.6％減)、四半期純利益は13百

万円(前年同期比92.9％減)となりました。
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セグメント別の業績を示すと次のとおりです。

① 印刷事業

新聞関連の売上減少並びに宣伝用印刷物や金融・運輸関係の伝票類の減少があり、売上高は119億42百万円(前

年同期比7.7％減)、セグメント利益(営業利益)は１億41百万円(前年同期比65.9％減)となりました。

② 電子部品製造事業

タッチパネル製品等の売上減少により、売上高は７億86百万円(前年同期比34.7％減)、セグメント損失(営業損

失)は２億65百万円(前年同期は２億71百万円の損失)となりました。

③ 不動産賃貸等事業

売上高は２億79百万円(前年同期比6.1％増)、セグメント利益(営業利益)は２億円(前年同期比6.9％増)となり

ました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は146,738千円です。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 99,478,000

計 99,478,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 31,634,203 31,634,203
東京証券取引所
(市場第１部)

単元株式数は1,000株です。

計 31,634,203 31,634,203 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年12月17日(注) △2,000,000 31,634,203 ― 5,607,886 ― 4,449,556
 

(注)　自己株式の消却による減少です。

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成26年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしています。

 

① 【発行済株式】

   平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 1,893,000
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

31,695,000
31,695 ―

単元未満株式
普通株式

46,203
― ―

発行済株式総数 33,634,203 ― ―

総株主の議決権 ― 31,695 ―
 

(注) １．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式913株が含まれています。

２．平成26年12月17日に自己株式2,000,000株を消却し、当第３四半期会計期間末現在の発行済株式総数は

31,634,203株となっています。

 

② 【自己株式等】

  平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
光村印刷株式会社

東京都品川区大崎１－15
－９

1,893,000 ― 1,893,000 5.63

計 ― 1,893,000 ― 1,893,000 5.63
 

(注) 平成26年11月28日開催の取締役会決議に基づき、平成26年12月17日付をもって自己株式2,000,000株を消却しま

した。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しています。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けています。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,164,481 2,073,405

  受取手形及び売掛金 ※１  2,701,542 ※１  2,851,721

  製品 524,941 477,251

  仕掛品 579,933 409,200

  原材料及び貯蔵品 128,380 134,309

  その他 227,793 147,613

  貸倒引当金 △1,690 △1,690

  流動資産合計 6,325,383 6,091,812

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 7,844,679 7,564,697

   機械装置及び運搬具（純額） 2,748,052 2,652,854

   土地 2,945,201 2,945,201

   リース資産（純額） 2,019,838 2,503,521

   その他（純額） 98,463 157,475

   有形固定資産合計 15,656,235 15,823,750

  無形固定資産 28,358 25,024

  投資その他の資産   

   投資有価証券 4,758,327 5,297,832

   退職給付に係る資産 573,103 497,958

   その他 368,679 362,044

   貸倒引当金 △104,043 △104,043

   投資その他の資産合計 5,596,066 6,053,791

  固定資産合計 21,280,660 21,902,566

 資産合計 27,606,043 27,994,378
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※１  2,004,175 ※１  2,066,234

  短期借入金 3,155,000 3,130,000

  リース債務 684,114 781,955

  未払法人税等 66,002 20,643

  賞与引当金 178,156 40,981

  その他 653,967 658,630

  流動負債合計 6,741,416 6,698,445

 固定負債   

  リース債務 1,495,838 1,967,552

  役員退職慰労引当金 29,873 26,882

  退職給付に係る負債 972,753 1,005,945

  負ののれん 2,371 -

  その他 635,073 677,453

  固定負債合計 3,135,910 3,677,833

 負債合計 9,877,327 10,376,279

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,607,886 5,607,886

  資本剰余金 4,449,556 4,449,556

  利益剰余金 7,067,501 5,962,911

  自己株式 △712,815 △63,101

  株主資本合計 16,412,128 15,957,252

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,180,372 1,515,026

  退職給付に係る調整累計額 △4,405 3,270

  その他の包括利益累計額合計 1,175,966 1,518,296

 少数株主持分 140,621 142,549

 純資産合計 17,728,716 17,618,099

負債純資産合計 27,606,043 27,994,378
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 14,286,780 12,892,535

売上原価 11,956,554 10,865,190

売上総利益 2,330,226 2,027,344

販売費及び一般管理費 1,998,319 1,950,574

営業利益 331,906 76,770

営業外収益   

 受取利息 1,161 631

 受取配当金 69,673 68,776

 受取家賃 12,017 11,912

 負ののれん償却額 7,115 2,371

 その他 13,756 30,287

 営業外収益合計 103,723 113,979

営業外費用   

 支払利息 68,875 56,894

 売上割引 25,966 22,940

 その他 2,189 7,891

 営業外費用合計 97,032 87,727

経常利益 338,598 103,023

特別損失   

 固定資産除却損 ※１  37,903 ※１  56,918

 特別損失合計 37,903 56,918

税金等調整前四半期純利益 300,694 46,104

法人税、住民税及び事業税 53,187 28,250

法人税等調整額 46,061 △199

法人税等合計 99,249 28,051

少数株主損益調整前四半期純利益 201,445 18,053

少数株主利益 14,344 4,728

四半期純利益 187,100 13,325
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 201,445 18,053

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 678,660 334,654

 退職給付に係る調整額 － 7,675

 その他の包括利益合計 678,660 342,330

四半期包括利益 880,105 360,383

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 865,760 355,655

 少数株主に係る四半期包括利益 14,344 4,728
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及

び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用

指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１

四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定方法を割引率決定の

基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間及

び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半期

連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してい

ます。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が25,647千円増加し、退職給付に係る資産が

94,273千円、利益剰余金が77,469千円それぞれ減少しています。

また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益に与える影響額は軽微です。
 

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形については、当第３四半期連結会計期間末日は金融機関の休日でしたが、満期

日に決済が行われたものとして処理しています。

 

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

受取手形 ―千円 11,155千円

支払手形 ―千円 22,609千円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１ 固定資産除却損の内容は次のとおりです。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

機械装置及び運搬具 37,602千円 56,894千円

その他 300 24

 計 37,903千円 56,918千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及び平成22年３月31日以前に発

生した負ののれんの償却額は、次のとおりです。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

減価償却費 1,018,208千円 1,040,862千円

負ののれんの償却額 7,115千円 2,371千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 317,430 10.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 317,405 10.00 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

当社は平成26年９月30日開催の取締役会決議により、平成26年10月１日に自己株式280,000株、取得価額の総額

73,080千円を取得しています。

また、平成26年11月28日開催の取締役会決議により、平成26年12月17日に自己株式2,000,000株の消却を実施した

ことにより、自己株式が723,040千円減少し、あわせて利益剰余金が同額減少しました。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)印刷

電子部品
製造

不動産賃貸等 計

売上高       

外部顧客への売上高 12,933,435 1,205,039 148,305 14,286,780 ― 14,286,780

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 114,719 114,719 △114,719 ―

計 12,933,435 1,205,039 263,025 14,401,500 △114,719 14,286,780

セグメント利益又は
損失(△)

415,389 △271,368 187,886 331,906 ― 331,906
 

(注) セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)印刷

電子部品
製造

不動産賃貸等 計

売上高       

外部顧客への売上高 11,942,181 786,457 163,896 12,892,535 ― 12,892,535

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 115,160 115,160 △115,160 ―

計 11,942,181 786,457 279,056 13,007,695 △115,160 12,892,535

セグメント利益又は
損失(△)

141,568 △265,710 200,911 76,770 ― 76,770
 

(注) セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

平成26年11月より新たに太陽光発電事業を開始し、「不動産賃貸」の報告セグメント区分に含めています。これ

に伴い、当第３四半期連結会計期間より、報告セグメントを従来の「不動産賃貸」から、「不動産賃貸等」に変更

しています。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の名称で表示しています。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は以下のとおりです。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

１株当たり四半期純利益 ５円89銭 42銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益(千円) 187,100 13,325

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 187,100 13,325

普通株式の期中平均株式数(千株) 31,741 31,646
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在していないため記載していません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年２月12日
 

光村印刷株式会社

代表取締役社長 二瓶春樹 殿
 

 

有限責任監査法人 トーマツ  
 

 

指定有限責任社員
業務執行社員  公認会計士   中   原         健   ㊞

 

 

指定有限責任社員
業務執行社員  公認会計士   山   田         円   ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている光村印刷株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、光村印刷株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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